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全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
求
め
よ
う

針路

　

 

　 全
国
最
低
の
６
７
７
円
で
格
差
２
１
１
円

　
〇
８
月
２
８
日
、
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
高
知
県
最
低
賃
金
を
中
賃

目
安
通
り
１
３
円
引
き
上
げ
て
６
７
７
円
と
す
る
答
申
を
賛
成
多
数

（賛
成
：公
益

３
、
使
用
者
側
５
、
反
対
労
働
者
側
５
）
で
採
択
し
、
労
働
局
長
に
答
申
し
ま
し

た
。
県
労
連
は
、
委
員
長
談
話
を
発
表
し
、
抗
議
し
ま
し
た
。
今
後
は
異
議
の
申

出
を
行
い
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

底
辺
労
働
者
の
底
上
げ
叶
わ
ず

 
　
今
回
の
答
申
は
、
最
低
賃
金
ぎ
り
ぎ

り
の
賃
金
を
強
い
ら
れ
て
い
る
非
正
規
労

働
者
な
ど
底
辺
労
働
者
の
「最
低
賃
金

の
大
幅
引
上
げ
」
「生
活
の
安
定
」
に
対

す
る
切
々
た
る
思
い
を
裏
切
る
も
の
で
し

た
。
現
行
の
最
低
賃
金
制
度
制
度
は
、

底
辺
労
働
者
の
賃
金
の
底
上
げ
ど
こ
ろ

か
、
低
賃
金
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

中
賃
目
安
あ
り
き
の
議
論
は
無
意
味

　
１
３
円
の
引
き
上
げ
は
、
昨
年
の
１
２

円
の
引
き
上
げ
を
上
回
る
と
は
言
え
、

昨
年
が
目
安
プ
ラ
ス
２
円
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
今
年
は
目
安
通
り
と
な
り
ま

し
た
。

 

　
県
労
連
は
、
２
５
日
に
開
催
し
た
緊

急
集
会
で
「目
安
通
り
の
答
申
で
あ
れ

ば
、
高
知
の
審
議
会
の
存
在
価
値
は
な

い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

 

　
ま
た
「高
知
県
は
家
計
簿
調
査
に
よ

る
標
準
生
計
費
は
全
国
１
３
位
で
あ
り
、

全
国
最
低
の
最
低
賃
金
を
容
認
す
る
根

拠
は
何
も
存
在
し
な
い
。
」と
、
全
国
最

低
の
最
低
賃
金
か
ら
抜
け
出
す
積
極
的

な
議
論
を
求
め
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
あ
り
方

 

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
全
労
連
に
結
集

し
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
法

制
化
への
取
り
組
み
を
本
格
的
に
展
開

す
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
県
労

連
と
し
て
も
、
さ
ら
に
積
極
的
な
運
動

で
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
を

求
め
ま
す
。

　 

そ
の
運
動
の
柱
は
２
つ
。
①
全
国
一

本
の
最
低
賃
金
制
度
。
②
最
低
賃
金

の
基
準
は
、
憲
法
２
５
条

「健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
の
出
来
る
最

低
限
の
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

　
中
賃
の
目
安
を

「最
も
重
要
な
資

料
」
と
位
置
付
け
、
目
安
に
い
く
ら
上

乗
せ
す
る
の
か
と
い
う
議
論
か
ら
脱
し

て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
し
、
若
者

に
未
来
を
取
り
戻
し
、
地
域
の
持
続
可

能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
ま
す
。
地
方
か
ら
多
く
の
意
見
を
突

き
上
げ
、
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

貧
困
は
戦
争
を
助
長
す
る

 

　
こ
の
ま
ま
、
非
正
規
労
働
者
が
増
え

続
け
、
最
賃
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

今
、
若
者
の
貧
困
が
実
質
的
な
徴
兵
制

の
温
床
と
も
な
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
安
定
し
た
仕
事
と
暮
ら
し
を

求
め
る
若
者
を
利
用
し
、
戦
争
へ駆
り

出
す
仕
組
み
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

異
議
審
査
は
１
６
日
に
開
催

 

　
県
労
連
は
、
こ
の
１
３
円
の
答
申
を

不
服
と
し
、
異
議
の
申
し
出
を
行
い
ま

し
た
。
異
議
審
査
は
９
月
１
６
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
底
辺
で
働
く
労
働
者
の

立
場
を
代
表
し
、
「全
国
一
律
の
最
低

賃
金
制
度
の
法
制
化
」、
「大
幅
な
引
き

上
げ
」を
求
め
最
後
ま
で
奮
闘
し
て
い
き

ま
す
。

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
命
名
す
れ

ば
、
「男
女
共
同
参
画
型
タ

カ
派
内
閣
」。
前
段
は
女
性

閣
僚
５
人
で
演
出
。
し
か
し
、
本
質
が

タ
カ
派
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
▲

谷
垣
氏
の
幹
事
長
起
用
。
タ
カ
派
色
を

薄
め
る
ね
ら
い
も
あ
る
が
、
「断
固
消
費

増
税
内
閣
」
を
支
え
る
党
人
事
。
「民

主
党
さ
ん
私
と
一
緒
に
１
０
％
決
め
ま

し
た
よ
ね
」
布
陣
▲
安
倍
首
相
の
ね
ら

い
は

「１
０
年
宰
相
」。
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
首
相
で
迎
え
た
い
。

そ
の
た
め
に
来
年
９
月
の
自
民
党
総
裁

選
で
勝
利
し
、
か
つ
規
約
改
正
で
２
期

６
年
の
制
約
を
取
り
除
く
。
そ
れ
が
見

え
隠
れ
す
る
石
破
人
事
で
も
あ
っ
た
▲

更
に
国
威
発
揚
で
明
文
改
憲
を
ね
ら

う
。
１
９
３
６
年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
姿
が
ダ
ブ
る
。
し
か

し
、
そ
う
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
福
島

第
一
原
発
事
故
の
収
束
、
被
害
補
償

に
傾
注
せ
よ
▲
そ
れ
に
し
て
も
不
思
議

な
の
が
支
持
率
ア
ッ
プ
。
併
せ
て
不
思

議
な
の
は
そ
の
開
き
。
最
大
の
読
売
６

４
％
と
最
低
の
毎
日
４
７
％
と
の
差
は

１
７
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
怪
を
ど
う
説
明

す
る
か
。
個
別
政
策
で
は
圧
倒
的
国
民

は
不
支
持
な
の
だ
か
ら
、
国
民
の
実
感

と
違
う
世
論
調
査
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
▲
消
費
税
１
０
％
増
税
、
集
団

的
自
衛
権
容
認
、
労
働
法
制
改
悪
。

国
民
の
願
い
は
安
倍
内
閣
の
退
陣
。
秋

の
臨
時
国
会
か
ら
来
年
の
春
闘
へ
大
き

な
世
論
を
構
築
し
よ
う
。
ま
ず
、
福

島
、
沖
縄
知
事
選
挙
で
勝
利
を
。
（田
）

13 円の案に公益委員と使用者委員が賛成する様子
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第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
始
動

戦
争
へ
加
速
す
る
日
本
許
す
な

役　職 氏　名 担　当 日本会議

内閣総理大臣 安倍　晋三 デフレ脱却担当 ○

財務大臣 麻生　太郎 ○

総務大臣 高市　早苗 ○

法務大臣 松島みどり

外務大臣 岸田　文雄 ○

文部科学大臣 下村　博文
教育再生担当、東京オリンピッ

ク･パラリンピック担当
○

厚生労働大臣 塩崎　恭久 ○

農林水産大臣 西川　公也

経済産業大臣 小渕　優子 原子力経済被害担当、

国土交通大臣 太田　昭宏 水循環政策担当

環境大臣 望月　義夫 ○

防衛大臣 江渡　聡徳 安全保障法制担当 ○

内閣官房長官 菅　義偉 沖縄基地負担軽減担当 ○

復興大臣 竹下　亘 福島原発事故再生総括担当 ○

国家公安委員会委員長 山谷えり子
拉致問題担当、海洋政策･領土問

題担当、国土強靱化担当
○

北方相 山口　俊一

沖縄及び北方担当、科学技術政

策、宇宙政策、情報通信技術政策

担当、再チャレンジ担当、クール

ジャパン戦略担当

○

女性活躍相 有村　治子

女性活躍担当、行政改革担当、国

家公務員制度担当、消費者及び食

品安全規制改革、少子化対策

○

経済再生相 甘利　明
経済再生担当、社会保障･税一体

改革担当
○

地方創設相 石破　茂 地方創生担当 ○

第２次安倍改造内閣の閣僚

　
９
月
３
日
、
安
倍
首
相
は
内
閣
改
造
を
行
い
、
第
２
次
安
倍
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
閣
議
決
定
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
原
発
再
稼

働
を
進
め
て
き
た
安
倍
内
閣
は
、
内
閣
改
造
に
よ
っ
て
「戦
争
を
す
る
国
」
へ
と
さ

ら
に
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
改
造
安
倍
内
閣
の
暴
走
を
許
さ
な
い
闘
い
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

   １９９７年代発足。 憲法改正、 天皇元首

化、 夫婦別姓の反対などを訴えている。 日

本の侵略戦争は 「アジア解放」 の 「正義の

戦争」だったと美化する「靖国」派の歴史観

に立ち、「自主憲法制定」、天皇元首化のほ

か、 国民に 「国防の義務」 を課すべきだな

どの主張を展開している。また、「男らしさや

女らしさを否定する男女共同参画条例が各県

で制定され、 子供や家庭をめぐる環境がま

すます悪化」 しているなどとして、 男女共同

参画や夫婦別姓に反対している。

   自民党のほか、 民主党、 日本維新の会、

次世代の会、みんなの党などの国会議員が

加盟。 2013 年 2 月時点で 231 人の国会議

員が加盟している。

日本会議国会議員懇談会

国
民
置
き
去
り
の
政
策
は
強
化

　 

改
造
内
閣
で
は
、
麻
生
太
郎
副
総

理
・
財
務
大
臣
や
甘
利
明
経
済
再
生

担
当
相
が
留
任
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権

の
発
足
以
来
、
「経
済
再
生
」の
名
の
下

で
行
わ
れ
て
き
た
大
企
業
の
利
益
優
先

の
姿
勢
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増
税
に
も
前

の
め
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

安
倍
政
権
が
強
行
し
た
今
年
４
月
か
ら

の
消
費
税
増
税
は
、
消
費
を
冷
え
込

ま
せ
、
国
民
の
暮
ら
し
と
経
済
を
破
壊

し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍

政
権
は
、
来
年
１
０
月
か
ら
の
消
費
税

の
再
増
税
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま

す
。

安
保
法
制
担
当
相
を
発
足

　 

安
倍
首
相
は
今
回
の
内
閣
改
造
に
あ

た
り
、
安
保
法
制
の
担
当
相
を
新
た
に

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
安
保
法
制
担
当
相

は
、
７
月
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
を
う
け
、
来
年
提
出
を

目
指
し
て
い
る
関
連
法
の
準
備
の
た
め
で

す
。
当
初
ね
ら
っ
た
石
破
茂
前
幹
事
長

の
就
任
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自

民
党
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
積
極
的

な
高
村
正
彦
副
総
裁
が
留
任
し
、
そ
の

高
村
氏
と
も
近
い
江
渡
前
防
衛
副
大
臣

が
防
衛
相
兼
任
で
担
当
相
に
就
任
し
ま

し
た
。
「戦
争
を
す
る
国
」
への
準
備
が

確
実
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、
「戦
争
を

す
る
国
」
を
許
さ
な
い
闘
い
の
強
ま
り

と
広
が
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
９
人
中
１
５
人
が
日
本
会
議
に
加
入

　 

今
回
の
改
造
内
閣
で
も
っ
と
も
警
戒

が
必
要
な
の
は
「憲
法
改
正
」
に
向
け

た
動
き
で
す
。
閣
僚
１
９
人
の
内
、
「憲

法
改
正
」
や
「天
皇
元
首
化
」、
「夫
婦

別
姓
の
反
対
」
な
ど
を
掲
げ
る
日
本
会

議
国
会
議
員
懇
談
会
に
加
盟
す
る
閣
僚

は
１
５
人
を
数
え
、
第
２
次
安
倍
内
閣

の
発
足
時
の
１
３
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
内
閣
改
造
に
当
た
り
、

「実
行
内
閣
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
「実
行
」
の
中
身
は｢

戦
争｣

と

「憲
法
改
正
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

国
民
の
声

「封
殺
」
を
検
討

　 

国
連
人
権
委
員
会
が
、
悪
質
さ
を

増
す
ヘイ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
し
て
法
的
規

制
措
置
等
を
日
本
政
府
に
求
め
た
の
を

受
け
て
開
か
れ
た
自
民
党
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト

チ
ー
ム
の
会
で
、
原
発
反
対
デ
モ
な
ど

の

「国
会
周
辺
で
の
デ
モ
規
制
」
を
も

検
討
内
容
と
し
て
議
題
に
盛
り
込
む
発

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
撤
回

は
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
国
民
の

「目
・耳
・口
」
を
塞
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

「手
足
を
縛
る
」政
策
を
一
体
的
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
異
な
る
考
え
方

や
行
動
を
封
殺
・
排
除
す
る
行
為
に
、

今
の
自
民
党
の
人
権
感
覚
、
憲
法
観
、

数
の
お
ご
り
が
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
つ
の
署
名
と
行
動
に
取
り
組
む

　 

全
労
連
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」に
取
り
組
み
ま
す
。

憲
法
９
条
を
守
り
、
「戦
争
を
す
る
国
」

に
反
対
す
る
世
論
の
形
成
を
各
地
で
進

め
ま
す
。
高
知
県
で
は
１
１
月
１
３
日

（木
）
と
１
４
日
（金
）
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
憲
法
に

関
す
る
流
し
宣
伝
や
ス
ポ
ッ
ト
宣
伝
を
定

期
的
に
実
施
し
、
「憲
法
守
れ
」の
世
論

を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

　 

ま
た
、
県
労
連
で
は
、
「輝
け
憲
法

署
名
」、
「核
兵
器
廃
絶
ア
ピ
ー
ル
署

名
」、
「憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
求
め
る
署
名
」の
３
つ
の
署
名
を
中
心

に
、
憲
法
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
署
名
を
き
っ
か
け
に
、
職
場

で
憲
法
や
平
和
、
人
間
ら
し
い
働
き
方

に
つ
い
て
話
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。



　

(3)２０１４年９月１０日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．１６６

樫
や
ん
奮
戦
記
９
月
号

　

県労連ＨＰへゴー！

ＨＰを見るのも

　 組合活動(^_^)v

病休者 内メンタル 病休者 内メンタル 病休者 内メンタル 病休者 内メンタル

２００７年 175人 53人 46人 11人 34人 10人 255人 74人

２０１０年 187人 62人 45人 15人 29人 11人 261人 88人

２０１３年 268人 124人 43人 15人 25人 7人 336人 146人

年度
小中学校 県立学校 特別支援 合計

　
９
月
７
日
、
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
高
知
県
連
絡
会

（子

連
）が
「ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
教
育
署
名
」ス
タ
ー

ト
集
会
を
高
知
城
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
約
３
０
名
が

参
加
し
、
教
育
へ
の
予
算
拡
充
な
ど
を
求
め
署
名
活
動
の
奮

闘
を
確
認
し
ま
し
た
。

ゆきとどいた教育を求める
教育署名への取り組みを強めよう！

２
５
年
間
で
４
億
２
８
０
０
万
筆

　 
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
署
名

が
始
ま
っ
て
２
５
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
の
累
積
は
４
億
２
８
０
０
万
筆
を

超
え
ま
す
。
こ
う
し
た
署
名
に
よ
っ
て
、

少
人
数
学
級
の
部
分
的
な
実
現
や
高

校
授
業
料
の
無
償
化
な
ど
を
勝
ち
取
っ

て
き
て
い
ま
す
。

教
員
不
足
の
背
景
に
は
長
時
間
労
働

　 

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る

為
に
は
、
充
分
な
教
員
の
確
保
は
必
須

条
件
で
す
。
し
か
し
、
学
校
現
場
で
働

く
教
員
の
病
休
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
代
替
の
教
員
の
確
保
す
ら

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
教

委
が
把
握
し
て
い
る
１
３
年
度
の
代
替
未

配
置
校
は
、
１
ヶ
月
未
満
の
未
配
置
が

２
７
校
、
１
ヶ
月
以
上
の
未
配
置
が
４

２
校
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
教
員
の
長
時
間
過
密
労
働
が

あ
り
ま
す
。
全
教
の
調
査
で
も
、
過

労
死
ラ
イ
ン
の
残
業
が
常
態
化
し
て
い
る

事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教

員
の
長
時
間
労
働
の
抑
制
と
充
分
な

教
員
数
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

予
算
の
増
額
で
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

　 

子
連
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
を
受

け
る
権
利
や
学
ぶ
権
利
を
実
現
す
る
た

め
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み
に
教
育
予
算
を

増
や
し
、
格
差
と
貧
困
が
日
本
全
体
に

広
が
る
中
で
、
少
し
で
も
家
庭
の
負
担

を
少
な
く
す
る
政
策
の
実
現
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

少
人
数
学
級
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

    

現
在
、
高
知
県
で
は
独
自
に
小
学
校

１
・
２
年
生
と
中
学
校
１
年
生
の
３
０

人
学
級
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
小
学

校
３
・
４
年
生
は
３
５
人
以
下
学
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
連
で
は
、
引
き
続

き
、
少
人
数
学
級
の
維
持
と
、
小
学

校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
２
・
３
年
生

に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

国
の
責
任
で
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

高
知
県
は
１
０
万
筆
の
目
標

　 

子
連
で
は
、
今
年
も
１
０
万
筆
を
目

標
に
署
名
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
は
６
万
７
０
０
０
筆
以
上
も
の
教
育
の

拡
充
を
願
う
署
名
が
寄
せ
ら
れ
、
国

会
や
県
議
会
へ提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
な
る
教
育
環
境
の
改
善
の
た
め
、
県

労
連
も
一
体
と
な
っ
て
署
名
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

教員の病休者数とメンタル不全の推移

　
８
月
の
相
談
者
は
２
０
人
で
し
た
。

解
雇
を
め
ぐ
る
相
談
（５
件
）が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
理
由
を
決
め
つ
け

ら
れ
明
日
か
ら
来
な
く
て
い
い
と
解
雇

さ
れ
ま
し
た
、
経
営
に
口
を
挟
む
な

と
攻
め
ら
れ
た
あ
げ
く
始
末
書
を
出

せ
と
迫
ら
れ
、
出
せ
ま
せ
ん
と
断
っ
た

ら
解
雇
さ
れ
ま
し
た
な
ど
、
相
談
者

か
ら
の
説
明
を
聞
く
と
雇
用
主
の
身

勝
手
で
一
方
的

（解
雇
）
と
思
わ
れ

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
解

雇
事
案
で
は
、
労
働
基
準
法
２
０
条

の
解
雇
手
続
き

（３
０
日
以
上
前
の

通
告
や
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
）

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
共
通
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
粗
悪
な
雇
用
条
件
の

も
と
で
働
い
て
き
た
男
性
（２
９
歳
）の

解
雇
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
男

性
は
、
今
年
３
月
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
期
間
の
定
め
の

な
い
契
約
で
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。
１
カ

月
の
労
働
時
間
・
３
０
時
間
、
１
日

２
時
間
勤
務
で
、
時
給
は
７
５
０
円
。

１
カ
月
間
丸
々
働
い
て
も
賃
金
は
２
万

２
５
０
０
円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、

法
人
は
、
１
カ
月
の
労
働
時
間
・３
０

時
間
の
約
束
す
ら
守
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
給
与
明
細
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
月
の
労
働
時
間
が
２
０
時
間
程
度
で
し

か
な
く
、
賃
金
も
２
万
円
を
切
っ
て
ま

し
た
。
ま
た
、
雇
用
条
件
と
さ
れ
て
い

た
出
資
金
（５
万
円
）
の
支
払
い
を
し
つ

こ
く
迫
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
雇
用

契
約
は
守
ら
れ
ず
１
カ
月
２
万
円
を
下

回
る
よ
う
な
低
賃
金
で
は
出
資
金
の
支

払
い
は
で
き
な
い
と
断
る
と
、
法
人
か
ら

は
、｢

あ
な
た
と
の
信
頼
関
係
は
な
く

な
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
、
勤
務

終
了
後
に
、
勝
手
に
事
務
所
に
出
入
り

す
る
と
か
ト
イ
れ
を
使
っ
た
な
ど
と
す
る

理
解
し
が
た
い
解
雇
理
由
も
付
け
加
え

ら
れ
８
月
末
で
解
雇
す
る
と
の
通
告
を

受
け
ま
し
た
。
出
資
金
を
支
払
わ
な
い

こ
と
や
勤
務
終
了
後
に
事
務
所
や
ト
イ

レ
を
使
用
し
た
と
す
る
解
雇
理
由
が
、

労
働
契
約
法
１
６
条
（解
雇
は
客
観
的

に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通

念
上
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
・
・

無
効
と
す
る
）
に
照
ら
し
て
み
て
も
と

う
て
い
合
法
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
今
回
取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
は
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
が
き
わ
め
て
低
劣
な
条

件
で
働
か
さ
れ
そ
の
果
て
に
使
い
捨
て
さ

れ
る
と
い
う
、
常
軌
を
逸
す
る
よ
う
な

事
案
で
し
た
。
組
合
加
入
を
勧
め
契
約

不
履
行
に
よ
る
賃
金
請
求
や
解
雇
撤

回
、
職
場
復
帰
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば

支
援
す
る
か
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。



(4）２０１４年９月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１６６

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
１
０
月
７
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
６
５
号
の
答
え
は
「
ボ
ン
オ

ド
リ
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の

方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

村
越　

久
枝　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

村
上　

や
よ
い　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

伊
藤　

恵
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

① こ ん な 所 に

――は無用　③

甲賀忍者と○○

忍者　⑤手紙等

の追って書き　⑦

大勢が大声で

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
ま
ん
中
あ
た

り
。
９
月
―
―
　
②
―
―
一
飯
の

恩
義
　
③
石
で
作
っ
た
臼
　
④
か

り
、
か
り
が
ね
　
⑥
愛
媛
県
の
旧

国
名
　
⑧
―
―
だ
け
の
約
束
　
⑪

将
棋
で
歩
の
成
っ
た
も
の
　
⑫
宿

屋
の
隠
語
。
○
○
街
　
⑬
一
寸
○

○
は
闇どっと笑うこと　⑨病気

やケガが治ること　⑩ス

トライキの略　⑫――

に紛れて盗みを働く　

⑭遂に彼も○○が回っ

たか　⑮気高い品位。

――ある物腰

おたよりの紹介

県労連第27回定期大会経
産
相
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
の
従
順
さ

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
（源
　
朝
光
）

改
造
で
面
の
皮
の
厚
さ
ま
す

　
　     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

○今年の夏は憲法９条号が走らず残念でしたが、９条を守ろうと

いう声はあげていきたいと思います。 高教組 （Ｓ･Ｙ）

【日　　程】 １０月５日 （日） １０時～

【場　　所】 高知城ホール４階

【内　　容】

　　①第１号議案 （総括･情勢･方針）

　　②第２号議案 （決算）

　　③第３号議案 （予算）

　　④第４号議案 （人事検討委員会）

　　⑤役員選挙

○原水爆禁止世界大会にはじめて参加したのは２０年前でした。

その時一緒につれていった長女も２児の母となり、核兵器のない

世界を希求しています。 県教組 （Ｙ･Ｍ）

○１６５号ブラック実態報告を興味深く、 読みました。 我が家にも

不安定な雇用のもと働く息子がいます。 県教組 （Ｋ･Ｉ）

○おたより紹介のコーナーを読んでいると２ヶ月前のことですが、

ずいぶん前のことのように感じることも...。集団的自衛権から２ヶ

月すぎたのか～とか...。 昨日 （9/3） には、 第２次安倍改造内

閣が発足し、 ますます悪政を進める内閣が！！消費税を１０％

にすることも当然だと思っている集団、そして「戦争する国づくり」

をすすめようとする集団、何とかやめさせたいものです。県教組

（Ｈ･Ｍ）

盛
り
上
が
る 

湖
水
祭
り
で 

盆
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

常
日
頃 

警
戒
し
よ
う 

土
砂
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

差
別
ダ
メ
大
義
の
裏
で
デ
モ
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牧
師
）

【
い
の
健
高
知
県
セ
ン
タ
ー
】

☆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
を
開
催
☆

　
８
月
３
０
日
、
高
知
城

ホ
ー
ル
２
階
に
て
、
い
の
健

高
知
県
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「簡
単
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
」

が
開
催
さ
れ
、
１
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
「腰
痛
防
止
ス
ト
レ
ッ

チ
」
を
体
験
後
、
「青
し
そ

の
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
」
や

「ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
ジ
ュ
ー
ス

割
り
」
を
作
り
、
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
で
心
と
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュさ
せ
ま
し
た
。


